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金日材

’’コ

新年のごあい さ　つ

所長工博荒木透

　新年おめでとうございます。

　昨年，本研究所は機構に新しい研究グループ制

度と機能性材料のシーズ育成を狙いとする新研究

部等を導入し全体として所の研究活動に新風を吹

き込み活力を高めることを目指しました。

　エネルギー関係では原子力関係の材料研究の他，

非核エネルギー関連の省エネルギー技術開発研究

や次世代の材料と目される耐熱、耐食性を極限ま

で高めた金属材料の開発研究，また超電導現象の

開発実用化を主題とする極低温技術に関連した材

料研究等はそれぞれ複数のプロジェクトとして各

研’究グループを中心とし横の連けい協力によって

推進されつつあります。

　当研究所は目下長期的展望に立った研究計画を

策定しっつありますが，金属材料技術の基盤的重

要性，先導性を考慮いたし，今後つぎの諸課題を

重点として推進してまいりたく存じます。

1）新型原子炉，宇宙・航空，海洋開発，エネル

ギー機器等に関連したナショナルプロジェクトの

金属材料に関する熔路打開を計る開発研究。これ

には，原子力予算による各種研究，エネルギー技

術研究開発費による高効率ガスタービン材料の研

究，鉱工業技術振興費による高性能結晶制御合金

の研究開発等への参加協力が含まれております。

2）超電導電力貯蔵一送電，磁気浮上列車，核1融

合炉等未来技術を支える極限機能材料，水素貯蔵

金属材料，光・

電・磁・熱等の

変換機能材料な

ど技術革新の芽

を期待される金

属材料の研究。

これには科学技

術振興調整費に

よる新しい研究，

たとえば高性能

材料開発のため

の表面界面の制

御技術に関する研究等への参加協力をも含んでお

ります。

3）金属材料の革新的製造・加工技術の創造並び

に省資源・エネルギーを目指すプロセス技術の研究。

4）原子力施設，圧力容器，高速機器等高い安全

基準を要求される構造物用材料の信頼性の確立に

資する試験研究とデータベースの整備。

　以上の研究は，目黒，筑波にまたがる各専門部

門ならびにその間の協力によってその成果が期待

されるものでありますが，新しい年を迎え，所員

一同の総和を’結集して強力に推進してまいりたく

存じます。

　関係各位の一層の御指導御鞭捷を伏してお願い

串し上げます。



電子顕微鏡像をコンピューターで見る

　　画像処理の金属材料組織観察への応用

　人問の目は，極めて高性能につくられたカメラ

のようなものである。しかし，微細なもの，ある

いは輝度や色調の変化が極めてゆるやかなもの

は，それを正しく認識するのは困’難であり，津然

一体の像の中から特殊な情報だけを取り出すのも

不得手である。顕微鏡を用いると，微細なものを

拡大して見ることができ，人問の目で見える世界

が飛曜的に広がる。特に，電子顕微鋭を用いると，

原子レベルにまで観察の範囲を拡大することがで

きる。しかし，得られる画像を直接目で見ている

1狼り，人問の目に仙有の弱、［，≒1から逃れることはで

きず，ノイズの多い不鮮明な画像から必要な情報

だけを選り出して鮮明な像を見るというようなこ

とはできない。

　そこで，電算機を使って画像を細かい一点（画素）

に分害1」し，各画素の輝度をデジタル化して記憶さ

せ，プログラムによって処理して新たな画像に再

構成すると，そのまま見たのでは見過ごされてし

まったり見えなかったりした情報を見えるように

することができる。この技法は「画像処理」と呼

ばれているもので，画像の持つ情報の中から必要

な情報だけを取り出したり強調したりして人問が

認識しやすい形に変える技法である。解析の高速

化，精密化，定量化の、点で，効果的な研究手法で

あり，その発展が期待されているものである。

　金属物理研究部では，画像を直接電算機に入力

することができる透過走査電子顕微鏡（略称STE

M）を使って，画像解析による金属材料組織の定

量解析技法の研究を進めてきた。これを更に発展

させるために，昭和55～56年にわたり科学技術庁

の推進する「高性能電子顕微鏡の開発に関する総

合研究」に参加し，画像処理設備の高性能化を行

い，引き統き，金属材料組織観察に使用できる高

度の画像処理及び画像解析披術の開発研究を行っ

ている。

　写真は，結晶粒界近傍にある原子配列のしわ（転

位線）を画像処埋した例である。通常の透過電子

顕微鏡では，写真aに示すような組織が観察され

る。右上から左下に走っている線は結晶粒の境界

面に現れた等厚干渉縞で，試料中にこのような組

織があるわけではない。左上から右下に走ってい

る薄い線は転位線で，これが観察しようとしてい

る組織である。等厚干渉縞と転位線とが重なって，

観察したい転位線が良く見えないところがあるの

で，転位線像の鮮明化処理をした。

　写真bは，STEMにより画素に分割された画像

であり，写真aの四角で囲んだ部分と同．じ場所で

ある。写真Cは，電算機で処理して転位線だけを

抽出した画像である。画像処理によって等厚干渉

縞が消え，観察したい転位線がはっきりした画像

になっている。また，原子配列の陰になっていて

写真aでは良く見えない多数の転位線まで観察で

きるようになっている。この画像処理により，こ

れまで試料中の転位線分布を知るために数回に分

けていろいろな方向から写真撮影し，それから総

合半■」断していたものを，1回の観察で済ませるこ

とかできるようになった。

　画像処理及ぴ画像解析技術の今後の発展により，

金属材料の組織と性賢の関係を能率良く精密に解

析することができるようになり，高性能材料の開

発や、材料を安全有効に使用するための研究にと

って，極めて有効な手段になるであろう。

　写真の説明　通常の透過電子鎖微鈍で観察される粒界

の転位線の様子（a）と，STEMで電算機に入力して（b）

転位線の鮮明化処理をうけた画像（C）とを示す。
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スポットニュース

無重力下での材料実験

　重力、偏析が起らない、熱対流もない，そして11三争

水正壬三もない批弊，これが無重力蟻境で材料実験を

するときの特徴である。

　当研究砺は，アメー」力航空牢1二帥葡と共嗣して，

世弊で始めて本格灼な字1、貯材料実験を行なった。

SiCひげ締繊独化銀合金カ｛そのとき得られた試料

で，牢一二1二f飛行・二1二により地、1．二に持ち帰られた。

　その後，わが鰯の字伽湘発媒薬団との共剛11＝究

により概測ロケットを利紺して字領、f材料実験を行

ない，Ni－Mo系一概棚合金H＝1にT1Cひげ締■1葎1が一一定

ソ〃1」に並んだ短繊縦倣化榊の含金を作製した。

　現1向1、次の字汝材料実駿を匡1椴に，ロケット塔

載紺の装概と1言］川；■一の上也」二実験雫置気炉による’莫携正喬式

燃を実施している。

　　　　　（エネルギー機総材料研究グループ）

モリブデンの疲労寿命におよぼす

ヘリウムイオン照射の影響

　核■触合炉のプラズマに1チ1」い含う錦一雛は，高エ

ネルギー粒子による猟射を受け，材料炎胸の膨れ

や剥雛などの損傷を受けると予惣されている。一

方，核融含炉はバレス的な連鞍をするために錦一

雌に馴舳勺な応力がかかり材料の疲労挙動が間纏

となる。そこで，鵜一難材料の候納にあげられて

いるモリブデンにユOOkeVのヘリウムイオンを1×至0鵬

伽／m2の線搬まで照射して表繭に膨れや衆1」離を生

じさせて，案汀．しにおける高サイクル舳げ疲労試験

を実施した。その縞果，照射によリ材料の疲労寿

命が1／2～呈／5に低下する畿が明らかとなった。

　　　　　　　　　　　　（原子炉材料研究所）

　　　超高純度硫黄の製造に成功

　溶融金属あるいはガス1牛1の硫黄濃度を腹接測定

できるセンサーは，製遊される金属の舶質管理の

一1気からのみでなく，公審防止の一1；，気からも実芦漕化が

大いに期待されているが，制仮の高純度硫黄では

純度が不充分で，センサーとして使用可能な硫化

物を含成することができなかった。硫黄センサー

の㈱発を［1灼とするこの研究では、蕉留補製した

硫黄をi酬1．，一に加熱して硫焚と不純物に分解し，微

撒の1峻素で不純物を破化して刷咄させるのと1石」1時

に硫焚を雄留才舳1するという納製法を考案し，硫

黄センサーの実ナ1胃化を了f∫能とする趨高純度硫焚の

製造に成功した。　　　　　　　　（製錬研究音1三）

　　　世界最大の斜角探触子を試作

　当研究所では，金属「1二】に細い趨背波ビームを作

る、［、li1集束斜角探触了の設；汁方法をI978年に閉発し，

　　　実験の結果，厚さ20mmの溶接妻式験片の溶

込み不良の’寸法を太O，1mmの糊変で湖定すること

に成∫力した。この成媒を踏まえて，板厚が200mm

以、1二の原子例11二1力容器の1大晒から発生・成長する

き裂の寸法をrE≡力容滞の外1菌1から精度良く測定す

るために，1杣耐」I近に納い趨背波ビームを作る大

彫一炊集東斜角櫟触一戸（振動子の荷径は，2MHZ

のもので80mm，5MHZのもので56mm）を設計・

試竹三した。これらの探触子は、斜狗探触子として

世界蝦火のものであり，まず，これらの探触子の

駆動’ソ∫法と件能について検討を行っている。

　　　　　　　　　　　　　（材辛斗倣さ研究音1≦）

疲れデータシートNα24～28刊行

　当研究所では，系統的試験によって得られた実周

金属材料の斗度れ特性データを「金属技研疲れデー

タシート」として公表しているが，昨年12月25口

付けで新たに以下の内容の疲れ特惟データシート
を・1二■」行した。

　No．24　機布蛾維j萱j1簿含金鋼SNC631（0．3王C－

　　　　2．7Ni－0．8Cr）の疲れ特性

　No，25　機械械造州含金鋼SNCM439（0．39C－

　　　　I．8Ni－O．8Cr－0．2Mo）の疲れ特性

　No，26　機械機造用合金鋼SNCM447（O．47C－

　　　　1．8Ni－O．8Cr－O，2Mo）の疲れ特惟

　No．27　溶接構造」・肥11廷鋼SM50B突合せ溶接

　　　　継乎の疲れ特性一溶接法の効果一

　No．28　庄力容糊1筒クロムモりブデン鋼SCMV

　　　　3（工．25Cr－0．5Mo）の高油、一低サイクル

　　　　　　　　　　　　　　　（疲れ書式激郁）
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